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1．公共交通検討会（ワークショップ）の概要 

1.1 調査目的 

今後の安中市の地域公共交通にあたって、住民から広く意見を徴収することを目的とし、公共交通

検討会（ワークショップ）を開催した。なお、公共交通検討会は安中市内を 10 地区に区分し、地区毎

に実施した。 

 

1.2 調査概要 

開催方法 

 事務局から、「安中市の公共交通の現状」、「市民アンケートの調査結果」、「安

中市の既存公共交通とデマンド交通の違い」について資料説明を行った後に、参加

者から意見を伺った。 

開催概要 

 安中市市内を 10 地区に区分し、下表に示すとおり、令和 6 年 5 月 13 日(月)～5 月

24日(金)の 10日間にわたって開催した。 

 開催時間は、全ての日程について 19:00～20：30までの 1時間 30分とした。 

 

開催日 会場 対象地区 参加者数 

5月 13日(月) 坂本・入牧地区生涯学習センター 多目的室 坂本 11人 

5月 14日(火) 臼井地区生涯学習センター 多目的室 臼井 13人 

5月 15日(水) 細野地区生涯学習センター 多目的室 細野 9人 

5月 16日(木) 松井田支所 基幹集落センター 1F研修室 松井田 0人 

5月 17日(金) 西横野地区生涯学習センター 多目的室 西横野 10人 

5月 20日(月) 九十九地区生涯学習センター 多目的室 九十九 5人 

5月 21日(火) 磯部公民館 講義室 磯部・東横野 6人 

5月 22日(水) 原市公民館 講義室 原市・後閑 15人 

5月 23日(木) 板鼻公民館 講義室 板鼻・岩野谷 12人 

5月 24日(金) 安中市役所 本庁舎 305会議室 安中・秋間 4人 

 合 計 85人 
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2．調査結果 

2.1 調査結果のまとめ 

各地域で実施した公共交通検討会での意見について、下表に示すとおり「AIデマンド交通」、「路線

バス」「乗合タクシー」、「タクシー」、「その他」で分類・整理した。 

 

(1)AIデマンド交通に関する意見等 

項 目 主な意見 

運行時間帯 

 病院が 9時開始のため 8時 30分の運行を希望する。 

 買物と通院に間に合うような利用時間の設定が必要では。 

 季節によって運行時間帯を変更してはどうか。 

 週１回だけでも、開始時間を早める、営業時間を長くするなど、試験的に変

更を行いながら効果をみてはどうか。もう少し、実証実験を行う前に事業者

との調整ができるとよい。 

運行エリア 

 高齢者の外出は買物と通院がほとんど 

 買物先と通院先は必ず設定すべき。 

 富岡市まで行けるようにしてほしい 

 松井田地域内のみ対象で利用が見込めるのか。碓氷病院やヤオコーへの利用

が多いのでは。 

 安中市は市域が広いので運行エリアを区分する方がよい。 

料金 

 ワンコイン（500円）なら良いが、100円・200円ならさらに使いやすい。 

 運賃は 100円がよい。運賃が高いと利用者も少なくなる。 

 高齢者に負担がかからないような運賃設定を希望する。 

 高齢者は無料でその他の方は有料にするなど運賃設定を変動させてはどう

か。 

 実証実験中は、料金を無料にしてもよいのでは。 

乗降場所 

 自宅近くから乗車できるようにミーティングポイントを設定してほしい。 

 地形の高低差が大きい場所もあるため、ミーティングポイントは一律の距離

ではなく地形状況等も考慮して設置すべき。 

予約方法 

 高齢者でも簡単に操作できるシンプルな機能がよい。 

 予約せずに利用できるようにしてほしい 

 デマンドタクシーが待機しているようなシステムにすればよいのでは。利用

の度に予約するのは不便では。 

車両 
 早く目的地に到着したいので、運行車両数を増やすべき。 

 自動運転車両は使用しないのか。 

対象者 
 観光客も利用できるようにすべき。 

 デマンド交通が運行されれば人の動きも増えると思う。 

周知 

 周知、広報を徹底すべき。 

 市のホームページ、広報誌は見る人が少ないと思うので、覚えやすい電話番

号にして全戸配布すべき。 

空き時間の活用 

 デマンド交通を運行しない時間帯に定時定路線型として運行してはどうか 

 朝・夕の時間帯は、車両が空いているので定時定路線型の形態で運行しては

どうか 

 スクールバスにもデマンド交通を活用してはどうか。 

その他 

 予約に応じて運行するデマンド交通の導入は賛成である。 

 ぜひデマンド交通を運行してほしい。 

 5年後の先の未来まで考えて検討すべき 
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(2)路線バスに関する意見等 

項 目 主な意見 

現状・課題 

 路線バスは乗客がかなり少ないように感じる。 

 現在のバス停は利用したい場所の近くにない。 

 最寄りバス停まで 1㎞以上の距離があり遠い。 

 県道から外れた集落に住んでおりバス停まで遠い。 

 案内図が模式化されていてバス停の場所が分からない。 

 通学には路線バスが必要である。 

サービス改善 

 小さい車両を使用すればガソリン代も安く済むのでは。運行に無駄が多いよ

うに感じる。 

 19時台に運行するバスがあれば学生も利用できて便利だと思う。 

 アルコールを提供する飲食店の近くから路線バスやデマンド交通が利用でき

ると便利だと思う。金・土曜日は夜間まで運行時間を延長してはどうか。 

 路線バスとデマンド交通の両方が利用できるようにしてほしい。 

利用時の 

ハードル 

 運転免許証の返納を考えているが、バス停の場所がよく分からず利用できな

いまま 2年が経過した。 

 高齢者はバスの乗り方が分からない人も多いと思う。バスの乗り方教室等を

開催してはどうか。 

 学生はバスに乗りたがらない傾向があるように思う。利用時のハードルが高

いのではないかと思うので学生向けにバスの乗り方教室を開催してはどう

か。 

利用促進策 

 学生の意見を聞く取組等があってもよいのはないか。 

 中学生も路線バスが利用できる環境づくりが必要だと思う。中学校近くのバ

ス停の設置位地を見直すことで使いやすくなり利用者が増加するように思

う。 

 イベント開催時に臨時のバスを運行してはどうか。 

 

(3)乗合タクシーに関する意見等 

項 目 主な意見 

現状・課題 

 乗合タクシーは高齢者が使うイメージがある。若い人も乗れるような車両に

してほしい。誰でも分かるような車両デザインがよい。 

 乗車体験会など行うことで利用促進にも繋がるのでは。 

 乗合タクシーを利用しようと思ったが予約が取れなかった 

 碓氷病院まで行かないと他の場所へ行けないのは不便 

サービス改善 

 鉄道とバスとの間でダイヤ調整を行う必要がある。 

 乗合タクシーを利用しているが費用も安くて便利である。できれば、日・祝

日も運行してほしい 

 

(4)タクシーに関する意見等 

項 目 主な意見 

予約・配車 
 タクシーは台数が少ないのか予約がとりづらい。 

 タクシー会社に電話をしても繋がらないことがある。 

現状・課題 

 松井田町域はタクシーの予約が取れずタクシー補助券があっても使用できな

い。 

 タクシー補助券の金額が少ない。 

  



公共交通検討会（ワークショップ）の結果について 

4 

(5)その他に関する意見等 

項目 主な意見 

買物移動  買物支援のため、スーパー等へ直行するような公共交通がほしい。 

通院移動 

 買物は宅配等もあるが病院はそうはいかないため、病院に行けるよう

な公共交通網を形成してほしい。 

 病院に気軽に通院できるような公共交通を確保してほしい。 

 以前は、富岡総合病院まで路線バスで行けたが現在は廃止されてい

る。病院に通院するために富岡市に引越した人もいると聞いている。 

広域移動  市を越えた移動ができるようにしてほしい。 

公共交通利用の促進 

 マイカーから公共交通に切り替えてもらえるような啓発が必要 

 公共交通を利用することで、多少時間がかかるようになっても安全に

移動することができるようになる。時間に余裕を持って生活すること

が必要ではないか。 

 公共交通が利用できれば、交通事故を起こしてまでマイカーを使用す

る必要はないと考える。 

 公共交通を意識する機会を増やしてもらいたい。意識付けのためのキ

ャンペーンとして運賃を無料にするなどの取組を実施してはどうか。 

将来の不安 

 バス停まで遠いので足腰が弱くなった時に公共交通を利用できなくな

ることを懸念している。 

 今は自動車の運転ができるが、数年後が心配である。 

その他 

 安中市では「Gun MaaS」との連携は考えているのか。 

 車の運転ができる高齢者を活用して、うまくマッチングさせれば交通

弱者も減るのではないか 

 路線バスではカバーできない区域の交通をどう補うかを考える必要が

ある。 

 同じ額の税金を払っているのに、路線バスが運行していないのは不公

平に感じる。 

 公共交通の利用者数が少ないのは、利便性が悪く使い勝手が悪いこと

が原因ではないか。 
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2.2 地区別の調査結果 

(1)坂本地区 

対象地区名 坂本地区 参加者数 11人 

開催日時 令和 6年 5月 13日(月) 19:00～20:30 

会 場 坂本・入牧地区生涯学習センター多目的室 

主な意見 

●AIデマンドの実証実験について 

✓ 運行時間については、病院が 9 時開始のため 8 時 30 分には来てもらわないと間

に合わない。 

✓ 病院に行った後にデマンドタクシーを利用したいと思うが、予約をせずに利用

できるようにしてほしい。 

✓ デマンドタクシーは、電光掲示板のように行き先を表示させるのか。 

✓ 観光客も利用できるようにすべきではないか。 

✓ 実証実験中は、料金を無料にできないのか。 

✓ 運行事業者はタクシー事業者になるのか。 

✓ AI デマンド交通の実証実験を行うとのことだが、病院に行く場合などは、帰り

の時間が分からないので予約の取り方が難しい。 

✓ 碓氷病院に行くのに利用する人が多いと思うが、碓氷病院はエリアに入るの

か。 

✓ 予約はいつまでに取ればよいのか。 

 

●その他 

✓ 安中市内を運行している路線バスは乗客がかなり少ない状況なのではないか。 

✓ タクシーは台数が少ないのか予約が取れない状況である。安中市内をカバーでき

ていないように感じる。 

✓ 乗合タクシーは高齢者が使うイメージがある。若い人も乗れるような車両にして

ほしい。車を見ただけで、誰でも分かるような車両デザインにしてほしい。 

✓ 沼田市や富岡市はデマンド交通を運行しているとのことだが、タクシー補助券等

は発行していないのか。 

✓ 坂本・入牧生涯学習センターから松井田病院まではいくらで行けるのか。 
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開催状況 
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(2)臼井地区 

対象地区名 臼井地区 参加者数 13人 

開催日時 令和 6年 5月 14日(火) 19:00～20:30 

会 場 臼井地区生涯学習センター 多目的室 

主な意見 

●AIデマンドの実証実験について 

✓ 高齢者の外出は買物と通院がほとんどと考えられる。予約がなければ運行しな

いデマンドタクシーを希望する。予約は高齢者でも使用できるシンプルな機能

がよい。スマホを使用できない高齢者は、電話予約になるが電話が繋がらない

と意味がないので留意してほしい。 

✓ 富岡市まで行けるようにしてほしい。 

✓ 料金はサブスクのような定額料金にしてほしい。 

✓ 今後、実証実験を行うのであれば周知、広報を徹底してもらいたい。 

✓ 高齢者でも住みやすい地域になることを望む。 

✓ 実証実験を実施する前に、停留所の設置場所等について各区長に相談をしても

らいたい。 

✓ 実証実験を実施して利用者が少なかった場合には、デマンド交通の運行は中止

となるのか。 

●タクシーについて 

✓ 安中地域の住民はタクシーを利用しやすいが、旧松井田町域はタクシーの予約

が取れない。このため、タクシー補助券があっても予約が取れないので使用で

きないと考える。 

✓ タクシー補助券について、旧安中地域と旧松井田地域で扱いが違う。分かりづ

らいので統一してほしい。 

●その他 

✓ 引きこもりの高齢者は、本来は外出したいのに交通手段がないので外出できな

いと考えられる。現在は、安中地区に力を入れすぎているのではないか。 

✓ 買物の支援のため、スーパーマーケット等へ直行する交通機関を運行すること

ができないか。（利用者は一定のグループで予約して利用する形態） 

✓ 小学校スクールバスについて、小学生以外も乗車できると聞いた。ただ、運転

手によって対応が異なるとのことであった。また、スクールバスに乗車できる

ことを知っている人も少ないと思われる。 

✓ タクシーを呼ぶだけで 500 円が加算となってしまう。また、タクシー会社に電

話をしても電話に出ない場合が多い。 

✓ 高崎市で運行しているバスは決められたルートを周回しており、どこでも乗降

ができるので便利である。 
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開催状況 
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(3)細野地区 

対象地区名 細野地区 参加者数 9人 

開催日時 令和 6年 5月 15日(水) 19:00～20:30 

会 場 細野地区生涯学習センター 多目的室 

主な意見 

●AIデマンドの実証実験について 

✓ AI デマンド交通の実証実験を実施されるとのことだが、ミーティングポイント

が家から近い場所にないと利用できない。 

✓ タクシーよりは不便になると思うが、買物と通院に間に合うような利用時間の

設定にしてほしい。 

✓ 以前に細野地区で実証実験をしたときは、ミーティングポイントを複数設定し

た。AI デマンド交通の実証実験においても、買物先と通院先は必ず設定してほ

しい。 

✓ AIデマンド交通では、到着時間の指定をすることができるのか。 

✓ 上増田の北側にも集落があり、ミーティングポイントを設置してもらいたい。 

✓ 今回の AIデマンド交通の実証実験では、自動運転車両は使用しないのか。 

✓ 夏期と冬期で日照時間が異なるため、季節によって運行時間帯を変更してほし

い。冬期は、運行時間帯を早めて、できるだけ早く帰宅できるような設定にし

てほしい 

●その他 

✓ ニュースを見ていると高齢者による悲惨な交通事故をよく聞くのでマイカーか

ら公共交通に切り替えてもらえるような啓発を行ってほしい。 

✓ 公共交通を利用することで、自動車では 5 分で行ける場所へ 15 分かけて行くよ

うになってしまったとしても、安全に移動することができるようになる。時間

に余裕を持った生活をしてほしい。公共交通が利用できるのであれば、交通事

故を起こしてまでマイカーを使用する必要はないと考える。 

✓ 本日の上毛新聞に「Gun MaaS」に関する記事が掲載されていたが、安中市では

「Gun MaaS」との連携は考えているか。 

✓ 路線バスは利用者が多ければ効率的だと思うが、路線バスではカバーできない

区域を補っていく必要があると思う。 
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開催状況 
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(4)松井田地区 

対象地区名 松井田地区 参加者数 0人 

開催日時 令和 6年 5月 16日(木) 19:00～20:30 

会 場 松井田支所 基幹集落センター 1F研修室 

主な意見 参加者なし 

開催状況 参加者なし 
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(5)西横野地区 

対象地区名 西横野地区 参加者数 10人 

開催日時 令和 6年 5月 17日(金) 19:00～20:30 

会 場 西横野地区生涯学習センター 多目的室 

主な意見 

●AIデマンドの実証実験について 

✓ AIデマンド交通は、路線バスと同等の運賃で利用できるのか。 

✓ AI デマンド交通の実証実験は、何月頃に開始をする予定なのか。また、実証実

験で使用する運行車両は何台を想定しているのか。 

✓ 現在、西横野地区には、路線バスが運行していないが、デマンド交通が運行さ

れれば人の動きも増えると思う。 

✓ 週１回だけでも、開始時間を早める、営業時間を長くするなど、試験的に変更

を行って効果をみるのが実証実験なのではないか。もう少し、実証実験を行う

前に事業者との調整ができたらと思う。 

✓ 実証実験で旧松井田地域のみの移動となると、利用する人はいるのか。ほとん

どの人は、碓氷病院やヤオコーなどの利用が多いと思う。 

✓ 実証実験の検討委員会に参加させていただきたい。 

✓ 小さい車両でもよいので西横野地域内を運行してもらいたい。 

✓ 現在、東横野地区で行っているデマンドの使っている人の感想は。 

✓ AI を使用しているのであれば、乗り換え場所にデマンドタクシーが待ってるよ

うなシステムにすればよいのではないか。AI を使っているのに 1 回毎に予約す

るのは不便である。 

●その他 

✓ 路線バスが運行している地域の人と同じ額の税金を払っているのに、なぜ西横

野地区は路線バスが運行していないのか。人口が極端に少ない訳ではなく、道

路も広いので路線バスを運行させることができるのではないか。 

✓ 朝や夕方などデマンド交通を運行しない時間帯に、定時定路線型として運行す

れば、高校生等も利用できるのではないか。 
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開催状況 
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(6)九十九地区 

対象地区名 九十九地区 参加者数 5人 

開催日時 令和 6年 5月 20日(月) 19:00～20:30 

会 場 九十九地区生涯学習センター 多目的室 

主な意見 

●AIデマンド交通の実証実験について 

✓ 九十九地区は、地形の高低差が大きい場所もあるので、ミーティングポイント

の設定にあたっては、300ｍの一律の距離を基準にするのではなく、地域の状況

も考慮して設定してほしい。 

✓ AIデマンド交通の利用者のターゲット層はどのように考えているのか。 

✓ 旧安中市域は路線バスが運行しているのに、九十九地区は運行しておらず、こ

れまで我慢してきた。AI デマンド交通の実証実験では、自宅近くから乗降でき

るようにミーティングポイントを設定してもらいたい。 

✓ 松井田地区は広いので、運行エリアを区分するのは賛成である。高齢者の外出

する目的は、買物、病院がほとんどである。 

✓ 乗り継ぎをできるだけ減らして、負担を減らしてもらいたい。 

✓ 運賃について、ワンコイン（500 円）なら良いが、100 円・200 円ならさらに使

いやすい。 

●その他 

✓ 本日のワークショップの開催にあたり、どの程度の人数に広報を行ったのか。

回覧等で周知しても 1 ヶ月も経つと忘れてしまうので、再度、周知をしてもら

う必要がある。 

 



公共交通検討会（ワークショップ）の結果について 

15 

開催状況 
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(7)磯部・東横野地区 

対象地区名 磯部・東横野地区 参加者数 6人 

開催日時 令和 6年 5月 21日(火) 19:00～20:30 

会 場 磯部公民館 講義室 

主な意見 

●AIデマンド交通の実証実験について 

✓ AIデマンド交通の運行に伴って、タクシー補助券はなくなってしまうのか。 

✓ AI デマンド交通の運賃は 100 円にしてほしい。運賃が高いと利用者も少なくな

ると思う。高齢者に負担がかからないような運賃設定にしてほしい。 

✓ 高齢者は無料とし、歩ける人は有料にするなど運賃設定を変動することを考え

てもよいのではないか。 

✓ 安中市のホームページや広報誌は見る人は少ないと思われるので、電話番号を

覚えやすい番号にして全戸配布してほしい。 

✓ 自治会の総会を定期的に開催しているが、この時に AI デマンド交通の説明を行

ってほしい。 

✓ デマンド交通は 5年後の先の未来まで考えて検討してほしい。 

●タクシーについて 

✓ 友人が安中榛名駅の周辺に住んでいるが、家から出られないためタクシーを利

用しているが 1万円程度のお金がかかっているとのことであった。 

✓ 磯部駅近くに住んでいるが、現在のバス停は利用したい場所の近くにない。ま

た、タクシーは呼んでも来てくれないことが多い。 

✓ 買物は宅配等の対応をしてもらえるが、病院はそうはいかないため、病院に行

けるような公共交通網を形成してほしい。（自宅からタクシーを使用して、病院

まで行くと片道 3,000円程度かかってしまう） 

✓ タクシー補助券の金額が年間 18,000 円は少ないのではないか。他の自治体はも

っと多いと思われる。 

●その他 

✓ 安中市内の公共交通の利用者数が少ないのは、利便性が悪く、使い勝手が悪い

ことが原因なのではないか。 

✓ 県道から外れた集落に住んでいるので、しばらく歩かないとバス停まで行けな

い。バス停まで遠いので足腰が悪くなると公共交通を利用できなくなることを

懸念している。 

✓ 昔は、安中市と富岡市を結ぶ路線バスが運行されており、富岡総合病院まで路

線バスで行くことができた。今は路線バスが運行しておらず、病院に通院する

ために富岡市に引越した人もいる。 

✓ 市を越えた移動ができるようにしてほしい。 
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✓ 買物は宅配等で対応してもらえるが、病院は向こうから来てくれない。病院に

気軽に通院できるような公共交通を確保してほしい。 

✓ 渋川市は、公共交通でカバーできない地域を社会福祉協議会の車両でカバーし

ているとのことである。買物に行くときは、自主的に人を集めて買い物に行く

ことができるとのことである。 

✓ 路線バスや乗合タクシーの乗車体験会など行うことで利用促進にも繋がるので

はないか。 

✓ 大きなサイズの車両ではなく、小さいサイズの車両を使用すればガソリン代も

安く済むのではないか。現状は、運行に無駄が多いと思う。 

 

開催状況 
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(8)原市・後閑地区 

対象地区名 原市・後閑地区 参加者数 15人 

開催日時 令和 6年 5月 22日(水) 19:00～20:30 

会 場 原市公民館 講義室 

主な意見 

●路線バス、乗合タクシーについて 

✓ 乗合タクシーを利用しているのは特定の人が多いのか。 

✓ 昨年度に実施した市民アンケート調査の回収率はどの程度だったのか。 

✓ 以前、乗合タクシーを利用しようと思って予約の連絡をしたら、予約が取れな

かったことがある。 

✓ 原市地区は、現在、路線バスが運行しているが 2 年後にはどのように変わるの

か。 

✓ 最寄りバス停の「柿平」まで 1 ㎞以上の距離がある。また、後閑地区の「三ツ

木」バス停までは、利用している人を見かけるがその先の区間については利用

者がいないのではないか。 

✓ いずれ運転免許証の返納を考えているが、バス停の場所が分からず、最初の一

回が踏み出せないまま 2年が経過してしまった。 

✓ 路線バスの案内図が模式化されているため、バス停の場所が分からない。 

✓ 乗換にあたり、碓氷病院まで行かないと他の場所へ行けないのは不便である。 

✓ 高齢者はバスの乗り方が分からない人も多いと思われるので、バスの乗り方教

室等を開催してもらいたい。 

●デマンド交通について 

✓ デマンド交通を運行すると、現状よりも費用がかかると思うが予算は確保でき

るのか。 

✓ ぜひデマンド交通を運行してほしいが、運賃設定はどの程度を考えているの

か。 

✓ デマンド交通で安中市内全域をカバーするとなると、最低でも 10 台程度の車両

が必要になると思う。 

✓ 路線バスとデマンド交通の両方が利用できるようにしてほしい。 

✓ スクールバスもデマンド交通を使い、学校へ送迎できるようになれば便利だと

思う。 

✓ 安中市がデマンド交通の車両を購入すれば、朝・夕の時間帯は、車両が空いて

いる状況になるので定時定路線型の車両として使用できるのではないか。 

✓ 周辺地域（特に富岡市）との連携は考えているのか。 
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●その他 

✓ 富岡市でデマンド交通を運行しているとのことだが、メリット・デメリット、

効果などを教えてほしい。 

開催状況 
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(9)板鼻・岩野谷地区 

対象地区名 板鼻・岩野谷地区 参加者数 12人 

開催日時 令和 6年 5月 23日(木) 19:00～20:30 

会 場 板鼻公民館 講義室 

主な意見 

●路線バス、乗合タクシーについて 

✓ 路線バスを利用している人が周囲にいない。利用者が少ないのでタクシー補助

券等に切り替えた方が良いのではないか。 

✓ 現在の路線バスの利用者の年齢層はどうなっているのか。 

✓ バス利用者の減少した原因は何が考えられるか。一路線当たりの乗車率はどの

程度なのか。 

✓ 古城団地に住んでいるが、「谷津坂下」で降りて文化センターに行くために乗合

タクシーを利用している。図書館や駅に行くために乗合タクシーを利用してい

るが費用も安くて便利である。できれば、日・祝日も運行してほしい。また、

乗合タクシーが駅に到着した時に 30 分ほど待つことがあるため、待ち時間を 15

分程度になるように調整してほしい。 

✓ 電車が駅に到着する前に、バスが出発するのを見たことがある。鉄道とバスと

の間でダイヤ調整を行うことが必要と考える。 

●デマンド交通について 

✓ できるだけ早く目的地に到着したいので、デマンド交通で使用する車両数を増

やしてもらいたい。 

✓ 他の自治体では、デマンド交通を運行して成功しているのか。富岡市等の現状

を知りたい。 

●その他 

✓ 運転免許証を返納すると、体は元気だが、公共交通が不便なため移動手段がな

くなってしまい交通弱者になる。車の運転ができる高齢者を活用して、うまく

マッチングさせれば交通弱者も減るのではないかと思う。 
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開催状況 
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(10)安中・秋間地区 

対象地区名 安中・秋間地区 参加者数 4人 

開催日時 令和 6年 5月 24日(金) 19:00～20:30 

会 場 安中市役所 本庁舎 305会議室 

主な意見 

●路線バスについて 

✓ 路線バスの利用者は、大きくは高齢者・学生・観光客に分けられると思うが、

学生の意見を聞く取組等があってもよいと思う。 

✓ 財源との両立も必要であるが、通学には路線バスが必要である。場所によって

は、デマンド交通の方が向いているケースもあると思う。 

✓ 学生はバスに乗りたがらない傾向があるように思う。利用時のハードルが高い

のではないかと思う。バス事業者と連携して、学生向けにバスの乗り方教室な

どを実施してもよいのではないか。 

✓ 2 年ほど前から、Google map で安中市内のバスの検索が出来なくなってしまっ

た。観光客を中心に利用する人も多いと思うので、再度、検索ができるようし

てほしい。 

✓ 19時台に運行するバスがあれば、学生も利用できるので便利だと思う。 

✓ 中学生も路線バスが利用できる環境づくりが必要だと思う。安中市立第一中学

校の近くにバス停を設置してもらえると、利用者が増加するのではないか。現

在は、最寄りバス停が「城下橋」であり、部活の朝練に間に合わない状況であ

る。 

✓ アルコールを提供する飲食店の近くから路線バスやデマンド交通が利用できる

と便利だと思う。金曜日や土曜日は夜間まで運行時間を延長するなどの工夫が

あってもよいのではないか。観光客も利用できると思う。 

✓ 安政遠足や磯部まつり等のイベント開催時に臨時のバスを運行させれば利用者

数が増加すると思う。 

 

●その他 

✓ 今は自動車の運転ができるが、数年後のことが心配である。子供たちに迷惑を

かけられないと思っている。 

✓ マイカーが一番便利なのは間違いなく、現状では公共交通を選択する意識がな

いので意識する機会を増やしてもらいたい。意識付けのためのキャンペーンと

して運賃を無料にするなどの取組を実施するのもよいのではないか。 

✓ 滋賀県の事例では、バスの運賃を無料にしたら、普段の 10 倍の利用があったと

聞いたことがある。 
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開催状況 
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【参考】当日配布資料① 次第 
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【参考】当日配布資料② 説明資料スライド 
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【参考】当日配布資料③ 意見交換のテーマ 
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